
学校番号 １００２ 

令和３年度  家庭科 

 

教科 家庭 科目 
リビング 

デザイン 
単位数 ２単位 年次 ２・３年次 

使用教科書  

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

リビングデザインは、住生活や住文化に関する知識を基にインテリアをデザインし、環境や福祉に

も配慮した住生活について理解することをねらいとしています。実際に、学校外の施設等に足を運

ぶこともあります。また、学習した知識を基に、住空間の平面計画や、インテリアデザインを考え、

平面図や立体模型で表現し、互いに評価し合うことも行います。 

 

 

２ 学習の到達目標 

住生活と文化、住空間の構成と計画、インテリアデザインなどに関する知識と技術を修得させ、快

適な住空間を計画し、デザインする能力と態度を育てる。 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

住生活と住文化、住空

間の構成に関心をも

ち、住空間を計画、デ

ザインし、実践しよう

とする意欲と態度を

身に付けている。 

住生活を総合的に捉

えて計画・実践するた

めに課題を見いだし、

創造的に思考を深め、

デザインし、創意工夫

し表現する能力を身

に付けている。 

住空間の平面計画

や、具体的な住空間

のインテリアをデザ

インし、表現する技

術を身に付けてい

る。 

日本や世界の住生活

と文化、住空間の構

造や材料、環境と設

備、インテリアの構

成要素やデザインの

表現技法等に関する

知識を身に付けてい

る。 

評
価
方
法 

プリント 

レポート 

課題・作品 

発表 

観察等 

プリント 

定期考査 

課題・作品 

レポート 

発表 

観察等 

プリント 

定期考査 

課題・作品 

観察等 

プリント 

定期考査 

課題・作品 

レポート 

発表 

観察等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

月 

単
元名 学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a ｂ ｃ ｄ 

４ 

・ 

５ 

月 

 

１０ 

・ 

１１ 

月 

住
生
活
と
住
居
の
変
遷 

・住居の変遷 

・気候風土、生活様式と住居 

・住まいの役割と住まい方 

・校外施設見学(予定) 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 ○ 

○ 

○ 

○ 

a:日本や世界の住居とその変

遷を意欲的に調べ、見ること

で、意欲的に学び、今後の住

生活と住居について関心を

持っている。 

b:住生活や住文化、住まいの役

割を総合的に考察し、その結

果を適切に表現している。 

d:住居の変遷や特色、気候風土

の違いによる材料や構造の

違い、役割や住まい方に関す

る知識を身に付けている。 

プリント 

定期考査 

レポート 

課題・作品 

発表 

観察等 

５ 

・ 

６ 

月 

 

１１ 

・ 

１２ 

月 

住
居
の
選
択
と
管
理 

・住まいの選択と情報管理 

・住まいの環境 

・校外施設見学（予定） 

○ 

 

 

○ 

 ○ 

○ 

a:住まいに関する情報を意欲

的に集め関心を高めている。 

b:健康、安全、環境などさまざ

まな角度から、住まいについ

て総合的に捉え、課題を見い

だすことができる。 

d:周辺環境や室内環境の条件、

照度や換気の重要性、維持管

理の耐用年数に与える影響

などを理解している。 

プリント 

定期考査 

課題・作品 

観察等 

６ 

│ 

９ 

月 

 

１２ 

│ 

２ 

月 

住
居
の
設
計 

・住居の設計 

・インテリアの基礎 

・校外施設見学（予定） 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:住空間を計画しインテリア

デザインする実践的な態度

を身につけている。 

b:ゾーニングや動線、各室の配

置を考慮し、安全で快適な住

空間を設計、デザインし、表

現できる。 

c:住空間を設計し平面図、デザ

イン図、模型などで示す技能

を身につけている。 

d:住生活関連法規、平面表示記

号、配色やコーディネートな

どの知識を身につけている。 

プリント 

定期考査 

課題・作品 

観察等 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


